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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべき

との申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 60068-2-17:2001 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 C 60068-2-17：2025 
 (IEC 60068-2-17：2023) 

環境試験方法－電気・電子－第 2-17 部： 
封止（気密性）試験方法（試験記号：Q） 

Environmental testing-Part 2-17: Tests-Test Q: Sealing 
 

序文 

この規格は，2023 年に第 5 版として発行された IEC 60068-2-17 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

1 適用範囲 

この規格は，供試品の封止の有効性を決定するための大リーク及び微小リークの封止外部及び内部検出

に適用可能な封止試験について規定する。構成部品及び装置を良好な作動状態に維持するためのエンクロ

ージャ，覆い及び封止の能力を確認するための更なる試験については，JIS C 60068-2-18 が役立つことが

ある。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
IEC 60068-2-17:2023，Environmental testing－Part 2-17: Tests－Test Q: Sealing（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こと

を示す。 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次による。 

3.1 
リーク率（leak rate） 

リーク箇所の圧力差が既知のとき，ある温度の乾燥ガスが単位時間当たりに流れる量 

3.2 
標準リーク率（standard leak rate） 

気温 25 ℃及び圧力差 105 Pa の標準条件下におけるリーク率 


